
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
平成31年 2月 １ 日 

百合が丘ひまわり保育園 

病児看護師 甘利 ２月号 

２月３日は節分です。子どもたちの「鬼は外！ 福は内！」の元気な豆まきの声が聞こえてきま

す。子どもたちの中にいるウイルスや細菌が全て体の外に出ていきますように。そして成長ととも

に子どもたちが丈夫で健康な体になるように祈っています。 

薬の飲ませ方 

薄めずにそのまま飲ませます。乳児は必要な量をス

ポイトやスプーンで取り、口の中に入れましょう。 

食品に混ぜる時は 

オレンジジュース、りんごジュース、スポー

ツドリンク、ヨーグルトなどの酸味がある物は

薬によっては混ぜることができません。 

食品に混ぜる場合、残してしまうこともあるの

で、薬を混ぜる時の量は少なめにしましょう。 

また、ミルク、おかゆなど、主食には混ぜない

ようにしましょう。味の変化で食べ物自体を嫌

いになってしまう可能性があります。 

シロップ 

粉薬 

●水で溶く場合 

  少量の水か、ぬるま湯で薬を溶かします。飲ませる

時はスプーンやスポイト、おちょこなどを使いましょ

う。 

●直接口に入れる場合 

  開いた状態の口の中に直接粉薬を入れます。 

●練る場合 

  小さな器に粉薬を入れ、数滴の水をたらし、だんご

状に練ります。練った薬は頬の内側あたりに塗ります。 

どの飲ませ方をした場合も薬を飲んだ後は水や湯冷

ましを飲ませましょう。 

耳掃除の注意点 

・まずは、子どもが耳に触られるのに慣れることから始めましょう。 

・ゆったりとしたスペースで子どもを横向きに寝かせ、体勢を安定

させましょう。 

・綿棒を使用する時は、耳垢を奥に押し込まないようにしましょう。 

・耳掃除は、耳の入り口から1～1.5㎝までにしましょう。 

・耳垢を取ることに終始せず、子どもがリラックスできることを心

がけましょう。 

・きれいに取れなくても、「じっとして偉かったね」などと声をかけ

てあげましょう。 

こんな症状が見られたら、耳鼻科に相談を 

●向かい合って話せば通じるが、背後から声をかけると返事をしない。 

●テレビの音量を大きくしたり、近付いて見る。 

●会話をしていて、何度も聞き返す。 

●話しかけられてもぼんやりしたり、後から聞き返したりすることが多い。 

●よく耳を触っている。 

２月１８日～２月２２日の５日間内      
聴力検査があります（太陽組のみ） 


